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しまなみ農業だより

土
づ
く
り

よ
い
土
と
は

空
気
を
た
く
さ
ん
含
み
、
排

水
が
良
く
、
軟
ら
か
い
こ
と
が

良
い
土
の
条
件
で
す
。
雨
が

降
っ
た
後
に
い
つ
ま
で
も
ジ
メ

ジ
メ
し
た
り
、
固
く
し
ま
っ
た

り
す
る
土
で
は
、
植
物
の
根
が

伸
び
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
水
分
や
肥
料
成
分
を

貯
え
る
働
き
も
重
要
で
す
。
一

般
的
に
保
水
力
や
保
肥
力
（
肥

料
や
水
を
貯
え
る
力
）
の
高
い

土
は
粘
土
や
有
機
物
の
多
い
土

で
す
。

し
た
が
っ
て
、
良
い
土
は
固

相
（
土
）、
気
相
（
空
気
）、
液

相
（
水
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。（
左
図

参
照
）

一
般
的
に
植
物
が
生
育
し
や

す
い
土
の
酸
度（
ｐ
Ｈ
）は
、５
．

５
～
６
．
５
で
す
が
、
日
本
は

酸
性
の
雨
が
降
る
た
め
、
石
灰

分
が
流
さ
れ
酸
性
化
し
や
す
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

ア
ル
カ
リ
性
の
石
灰
資
材
で
、

酸
度
の
矯
正
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

土
作
り
の
方
法

土
の
状
態
を
よ
く
見
よ
う

だ
れ
で
も
で
き
る
判
断
の
目
安

①
土
の
色

黒
っ
ぽ
い
ほ
ど
有
機
物
が
多

く
、
灰
白
色
や
黄
色
～
赤
褐
色

の
土
は
や
せ
た
砂
や
粘
土
が
多

い
も
の
で
す
。
島
し
ょ
部
の
多

く
は
花
崗
岩
の
や
せ
た
真
砂
土

が
多
く
、
粘
土
を
含
み
硬
く
固

ま
る
土
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

②
生
え
る
雑
草
の
種
類

ハ
コ
ベ
や
ナ
ズ
ナ
が
生
え
る

土
が
肥
え
て
い
ま
す
。
ス
ギ
ナ

や
オ
オ
バ
コ
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

が
生
え
る
土
地
は
酸
性
で
土
が

や
せ
て
い
ま
す
。

有
機
物
の
施
用

固
く
し
ま
り
や
す
い
土
を
軟

ら
か
く
改
良
す
る
に
は
、
植
物

繊
維
を
多
く
含
ん
だ
植
物
性
堆

肥
（
腐
葉
土
、
バ
ー
ク
堆
肥
、

ピ
ー
ト
モ
ス
な
ど
）
や
植
物
性

堆
肥
と
家
畜
ふ
ん
を
発
酵
さ
せ

た
家
畜
ふ
ん
堆
肥
（
牛
ふ
ん

バ
ー
ク
堆
肥
、
鶏
ふ
ん
お
が
く

ず
堆
肥
な
ど
）を
施
用
し
ま
す
。

施
用
量
は
１
㎡
当
た
り
植
物

性
堆
肥
は
３
㎏
、
家
畜
ふ
ん
堆

肥
は
１
～
２
㎏
が
目
安
で
す
。

家
畜
ふ
ん
堆
肥
に
は
肥
料
成
分

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

ぶ
ん
化
学
肥
料
は
減
ら
し
ま

す
。

石
灰
資
材
の
施
用

土
の
酸
度（
ｐ
Ｈ
）

を
矯
正
す
る
た
め

に
、
苦
土
石
灰
や
サ

ン
ラ
イ
ム
な
ど
の
石

灰
資
材
を
施
用
し
ま

し
ょ
う
。
施
用
量
は

１
㎡
当
た
り
１
０
０

～
１
２
０
ｇ
が
目
安

で
す
。

深
く
耕
す

冬
の
深
耕
は
表
層
と

下
層
の
土
を
入
れ
替
え

る
こ
と
で
、
越
冬
し
て

い
る
害
虫
を
寒
に
さ
ら

し
た
り
、
草
を
生
え
に

く
く
さ
せ
た
り
す
る
な

ど
の
効
果
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
果
樹
で
は
根

が
土
中
深
く
入
る
の

で
、
堆
肥
を
表
面
に
施

用
す
る
よ
り
も
、
枝
の

外
側
の
地
面
２
～
４
ヶ

所
に
深
さ
30
㎝
ほ
ど
の
穴
を
掘

り
、そ
の
中
に
堆
肥
や
落
ち
葉
、

剪
定
枝
な
ど
を
入
れ
て
埋
め
戻

す
方
法
が
良
い
で
し
ょ
う
。（
上

図
参
照
）
苗
木
で
の
施
用
で
効

果
が
よ
り
現
れ
ま
す
。

堆
肥
や
有
機
物
の
施
用
は
、

す
ぐ
に
は
効
果
が
現
れ
に
く
い

で
す
が
、
毎
年
施
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

野
菜
や
果
樹
が
、
大
き
く
丈
夫
に
育
つ
た
め
に
は
根
が
大
切
で

す
。
根
は
植
物
を
支
え
、
育
つ
た
め
の
養
分
・
水
分
を
吸
収
し
、

体
内
で
で
き
た
養
分
を
貯
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
土
が
根
の

生
育
に
適
さ
な
い
と
植
物
は
正
常
に
生
育
で
き
ま
せ
ん
。

野
菜
で
は
作
物
が
な
い
時
期
、
果
樹
で
は
根
の
生
育
が
停
止
す

る
冬
期
に
土
作
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
上
手
に
野
菜
や
果

樹
を
育
て
る
た
め
の
土
作
り
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

空気

土

水

気相25 ～ 30％

固相40 ～ 50％有機物４～５％

液相25 ～ 30％
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消防だより

平成28年11月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 0 14
生　　　　名 0 9
岩　　　　城 0 6
魚　　　　島 0 1
合　　　　計 0 30
平成28年累計 4 431

平成28年11月30日現在

火災・救急・救助は

119
【上島町消防署】
　77-4118TEL

文
化
財
防
火
デ
ー
と
は
？

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、
世
界
最
古

の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
（
奈
良

県
）の
金
堂
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
、

十
二
面
壁
画
（
仏
画
）
の
大
半
が
焼
損

し
ま
し
た
。

こ
の
火
災
を
き
っ
か
け
に
、
国
民
の

文
化
財
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
昭
和
30
年
に
消
防
庁
と
文
化
庁
の

共
唱
に
よ
り
、
１
月
26
日
を
文
化
財
防

火
デ
ー
と
し
て
定
め
ま
し
た
。

平
成
29
年
消
防
出
初
式
の
お
知
ら
せ

小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
ポ
ン
プ
車
操
法
・

分
列
行
進
な
ど
、
消
防
団
員
の
日
頃
訓

練
し
た
成
果
や
永
年
の
活
動
に
対
す
る

表
彰
式
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
見
学
は
自

由
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
ポ
ン
プ
操
法
な
ど

は
実
施
せ
ず
、
弓
削
体
育
館
で
実
施
し

ま
す
。

祥
しょう

雲
う ん

寺
じ

観
か ん

音
の ん

堂
ど う

1431年に建造された観音堂であり、昭和25年に国の
重要文化財として認定されました。

定
じょう

光
こ う

寺
じ

観
か ん

音
の ん

堂
ど う

天井板に1463年の墨書があり、これが建立の年とされ、
昭和52年に国の重要文化財として認定されました。

日　　　　　程
平成29年１月22日（日）

開　式　時　間
午前10時～

場　　　　　所
弓削小学校グラウンド

１
月
26
日
は

文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

上
島
町
消
防
署
で
は
、
文
化
財
防
火

デ
ー
に
文
化
財
の
防
火
管
理
者
と
と
も

に
、
消
防
設
備
の
作
動
点
検
や
放
水
銃
に

よ
る
放
水
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

先
人
達
が
残
し
た
貴
重
な
財
産
を
火
災

な
ど
の
災
害
か
ら
守
り
、
未
来
に
残
し
て

い
く
た
め
、
重
要
文
化
財
の
火
災
予
防
に

つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

貴
重
な
財
産
を

未
来
へ

国指定重要文化財
弓削土生地区

国指定重要文化財
岩城西部地区


